
サイエンスマップを活⽤した
京都⼤学の研究活動モニタリング
- 研究の多様性の観点から -
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サイエンスマップ
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• 科学技術・学術政策研究所（NISTEP）が、
学術論⽂の引⽤関係に基づいて、
定量的・客観的に作成している
世界の研究領域の俯瞰図。

• 2002年から隔年で公開。

• 直近の6年間の各分野におけるTop1%被引
⽤論⽂（コアペーパー）を対象に、共引⽤関
係を⽤いて論⽂をグループ化し、研究領域
（およそ900領域）を作成。

• 論⽂データベースは クラリベイト社の
Web of Science。

（出典）NISTEP REPORT No. 187
サイエンスマップ2018―論⽂データベース分析(2013-2018 年)による 注⽬される研究領域の動向調査―



世界における研究領域と国別の参画数（NISTEP分析）

3（出典）NISTEP REPORT No. 187
サイエンスマップ2018―論⽂データベース分析(2013-2018 年)による 注⽬される研究領域の動向調査―

• この20年間で、世界の研究領域の数は拡⼤。
• ⽶国をはじめとする主要国は、それら研究領域の参画数を伸ばしてきた。
• 特に中国からの参画数の伸びは著しい。
• そのような中、⽇本からの参画数は伸び悩む。



サイエンスマップにおける研究領域の４類型

4（出典）NISTEP REPORT No. 187
サイエンスマップ2018―論⽂データベース分析(2013-2018 年)による 注⽬される研究領域の動向調査―

• 科学技術・学術政策の議論における「基礎研究の多様性」「選択と集中」といった論点
に対する定量的なエビデンスのひとつとして導⼊された。

• 研究領域における継続性と他の研究領域との関与の強さの違いに着⽬。



⽇本における研究領域４類型の割合の変化（NISTEP分析）
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• ⽇本は、SM2004では世界の4類型バランスに⽐べてスモールアイランド型研究領域の
割合が少なく、コンチネント型研究領域の割合が多かった。

• SM2018では、⽇本のスモールアイランド型研究領域の割合がさらに減り、コンチネン
ト型研究領域の割合が増えた（世界のそれらのバランスはそれほど変化していない）。

NISTEP REPORT No. 187
サイエンスマップ2018―論⽂データベース分析(2013-2018 年)による 注⽬される研究領域の動向調査―



今回の調査の狙い

• 京都⼤学は、創⽴以来築いてきた⾃由の学⾵のもと、基本理念として「研
究の⾃由と⾃主を基礎に、⾼い倫理性を備えた研究活動により、世界的に
卓越した知の創造を⾏う」こと、また「総合⼤学として、基礎研究と応⽤
研究、⽂科系と理科系の研究の多様な発展と統合をはかる」ことを掲げて
おり 、研究の多様性は本学の独⾃性のひとつとして捉えられる。

• ここでは、本学の研究⼒モニタリングの⼀環として、サイエンスマップ上
の研究領域への参画状況、特に研究の多様性の観点から、スモールアイラ
ンド型の研究領域に注⽬して国内他⼤学とともに眺め、本校の特徴を考察
してみることとした。
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⼤学機関毎の参画研究領域の可視化
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(出典）サイエンスマップ2018 （ウェブ版）（https://www.nistep.go.jp/wp/wp-content/uploads/ScienceMapWebEdition2018.html）

京都⼤学の例︓
左下図の● は、京⼤所属の共著者を含むコアペーパーが１本以上ある研究領域
＝京都⼤学が参画している研究領域



今回使⽤したデータ

NISTEPのWEBサイト*から、以下４つのサイエンスマップ の Appendix_2（研究領域詳細シート）および
Appendix_6（機関毎のアクセッション番号リスト）のデータをダウンロード︓

Ø サイエンスマップ 2010 & 2012
Ø サイエンスマップ 2014
Ø サイエンスマップ 2016
Ø サイエンスマップ 2018

Appendix_6における分析対象⼤学（ここでは旧七帝⼤）の各論⽂リスト（コアペーパ）に、Appendix_2 の研究領域
情報を研究領域IDで突合させた。
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Appendix 2: 研究領域詳細シート Appendix 6: ⽇本の個別⼤学等及び国⽴研究開発法⼈の
UT（アクセッション番号）リスト

* NISTEP サイエンスマップ のWEBサイト︓https://www.nistep.go.jp/research/science-and-technology-indicators-and-scientometrics/sciencemap



国内他⼤学とともに⾒る京都⼤学の参画研究領域数の推移
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京都⼤学の参画研究領域数は他⼤学と⽐較して⾼く、かつ⼀定傾向にある。

（出典）⽂部科学省 科学技術・学術政策研究所, サイエンスマップ2010＆2012 (NISTEP REPORT No.159、2014年7⽉), サイエンスマップ2014 
(NISTEP REPORT No.169, 2016年9⽉), サイエンスマップ2016 (NISTEP REPORT No.178, 2018年10⽉), サイエンスマップ2018 (NISTEP 
REPORT No. 187, 2020年11⽉)（いずれも元データ︓クラリベイト社 Web of Science）をもとに京都⼤学学術研究⽀援室が加⼯・作成。

→ 本学が国際的に注⽬を集める研究領域に幅広く参画し続けていることを⽰唆

サイエンスマップ 参画領域数の推移



国内他⼤学ともに⾒る京都⼤学の研究領域4類型別の推移
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• 京都⼤学は、より規模が⼤きい東京⼤学と同等の数のスモールアイランド型研究領域へ参画。

• 毎年の変動はあるものの、本学のスモールアイランド型研究領域の割合は⽐較的⾼い傾向にある。
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（出典）⽂部科学省 科学技術・学術政策研究所, サイエンスマップ2010＆2012 (NISTEP REPORT No.159、2014年7⽉), サイエンスマップ2014 
(NISTEP REPORT No.169, 2016年9⽉), サイエンスマップ2016 (NISTEP REPORT No.178, 2018年10⽉), サイエンスマップ2018 (NISTEP 
REPORT No. 187, 2020年11⽉)（いずれも元データ︓クラリベイト社 Web of Science）をもとに京都⼤学学術研究⽀援室が加⼯・作成。



スモールアイランド型研究領域の参画数と割合

11

• 参画研究領域の総数(左)を⾒ると、京都⼤学は、東京⼤学についで多い。

• 参画研究領域総数に対するスモールアイランド型の研究領域の割合(右）については、京都⼤学
や東北⼤学が⾼いといった特徴も⾒える。

エラーバーは標準誤差を⽰す

→ スモールアイランド型領域は、定義上、前回のサイエンスマップ上に存在しなかった領域であり、
国際的に新たに注⽬されるようになった研究領域と⾔える。そのような新たな研究領域への参画が
多いという今回の結果は、京都⼤学の研究の多様性が現れたものと考えられる。

サイエンスマップ 2012, 2014, 2016, 2018 における
スモールアイランド型領域への参画数合計（左）と参画割合の平均（右）

（出典）⽂部科学省 科学技術・学術政策研究所, サイエンスマップ2010＆2012 (NISTEP REPORT No.159、2014年7⽉), サイエンスマップ2014 
(NISTEP REPORT No.169, 2016年9⽉), サイエンスマップ2016 (NISTEP REPORT No.178, 2018年10⽉), サイエンスマップ2018 (NISTEP 
REPORT No. 187, 2020年11⽉)（いずれも元データ︓クラリベイト社 Web of Science）をもとに京都⼤学学術研究⽀援室が加⼯・作成。



分析例）京都⼤学の各研究領域タイプに⾒られる分野
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京都⼤学のスモールアイランド型研究領域に特に多く⾒られる分野は、 物理学（臨床医学）

サイエンスマップ
2012

サイエンスマップ
2014

サイエンスマップ
2016

サイエンスマップ
2018

（出典）⽂部科学省 科学技術・学術政策研究所, サイエンスマップ2010＆2012 (NISTEP REPORT No.159、2014年7⽉), サイエンスマップ2014 
(NISTEP REPORT No.169, 2016年9⽉), サイエンスマップ2016 (NISTEP REPORT No.178, 2018年10⽉), サイエンスマップ2018 (NISTEP 
REPORT No. 187, 2020年11⽉)（いずれも元データ︓クラリベイト社 Web of Science）をもとに京都⼤学学術研究⽀援室が加⼯・作成。



分析例）京都⼤学が参画しているスモールアイランド型領域の研究内容を整理 (SM2016)
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• あ22分野分類
研究領域

ID
研究領域の特徴語

領域内
コア

ペーパ
数

うち京
都⼤の
コア

ペーパ
数

京都⼤
シェア
（％）

1 宇宙科学 340 塵;内部;原始惑星系円盤;星;観察;ガス;質量;過渡的;惑星形成;アルマ望遠鏡 9 1 11.1%

2 化学 154 o-カルボラン;誘導体・導関数;ケージ;ホウ素クラスタ;リガンド;アニオン;ホウ素中性⼦捕獲療法;含有;調合;合成・構成 11 1 9.1%

3 化学 507
シクロパラフェニレン;キラリティー;単層カーボンナノチューブ;触媒;直径;合成・構成;⼤環状分⼦;ナノリング;
フラーレン;リング

9 2 22.2%

4 化学 800 配列;モノマー;共重合;ラジカル;合成・構成;アセンブリ;⼀本鎖ナノ粒⼦;⼀本鎖;制御された;遮断 9 2 22.2%

5 ⽣物学・⽣化学 444
チャネル;膜貫通タンパク質16A(TMEM16A);活性化;リン脂質;アポトーシス細胞;ホスファチジルセリン;細胞;
スクランブラー;アノクタミン1;アポトーシス

4 2 50.0%

6 物理学 158 状態;中間⼦;減衰;質量;テトラクォーク;チャームクォーク;重い;ペンタクォーク;エキゾチック;量⼦⼒学 35 1 2.9%

7 物理学 887
超対称性;質量;⼤型ハドロン衝突型加速器(LHC);ヒッグス粒⼦;検索・探索;標準モデル;TeV;暗⿊物質;
最⼩超対称性標準模型(MSSM);グルイーノ(素粒⼦)

5 3 60.0%

8 臨床医学 31 眼;網膜;脈絡膜厚;⻩斑性の;SD光⼲渉断層法(SD-OCT);中⼼窩脈絡膜厚;患者;深部;健康;加齢性⻩斑変性症 7 1 14.3%

9 臨床医学 157 肝星細胞;筋線維芽細胞;肝線維症;線維性;活性化;マウス;マクロファージ;肝障害;肝臓;肝線維化 6 1 16.7%

10 臨床医学 780 副腎⽪質がん;突然変異;アルドステロン;腎上体;腺腫;KCNJ5;患者;ミトタン;コルチゾール;アルドステロン産⽣腺腫 21 1 4.8%

（出典）⽂部科学省 科学技術・学術政策研究所, サイエンスマップ2010＆2012 (NISTEP REPORT No.159、2014年7⽉), サイエンスマップ2014 
(NISTEP REPORT No.169, 2016年9⽉), サイエンスマップ2016 (NISTEP REPORT No.178, 2018年10⽉), サイエンスマップ2018 (NISTEP 
REPORT No. 187, 2020年11⽉)（いずれも元データ︓クラリベイト社 Web of Science）をもとに京都⼤学学術研究⽀援室が加⼯・作成。



NISTEP サイエンスマップ2016（ウェブ版）をもとに京都⼤学学術研究⽀援室（KURA）が加⼯・作成。

サイエンスマップ 2016

研究領域ID: 340（スモールア
イランド型）
特徴語︓塵;内部;原始惑星系円
盤;星;観察;ガス; 質量; 過渡的;
惑星形成; アルマ望遠鏡; 他

京都⼤学 2016 スモールアイランド型

研究領域ID: 444（スモールア
イランド型）
特徴語︓チャネル; 膜貫通タン
パク質16A（TMEM16A）;活性
化; リン脂質; アポトーシス細
胞; ホスファチジルセリン;他

研究領域ID: 158（スモールア
イランド型）
特徴語︓中間⼦;減衰;質量;テト
ラクォーク;チャームクォーク;
ペンタクォーク;量⼦⾊⼒学; 他

研究領域ID: 154（スモールア
イランド型）
特徴語︓o-カルボラン;誘導体・
導関数;ケージ; ホウ素クラスタ;
リガンド;アニオン; 他

研究領域ID: 507（スモールア
イランド型）
特徴語︓シクロパラフェニレン;
キラリティ;単層カーボンナノ
チューブ;触媒;フラーレン 他研究領域ID: 800（スモールア

イランド型）
特徴語︓配列;モノマー;共重合;
ラジカル;アセンブリ;⼀本鎖ナ
ノ粒⼦; 巨⼤分⼦; 他

研究領域ID: 887（スモールア
イランド型）
特徴語︓超対称性;質量;⼤型ハ
ドロン衝突型加速器（LHC）;
ヒッグズ粒⼦;標準モデル; 他

研究領域ID: 31（スモールアイ
ランド型）
特徴語︓眼;網膜;脈絡膜厚;SD
光⼲渉断層法(SD-OCT);中⼼窩
脈絡膜厚;加齢性⻩斑変性症; 他

研究領域ID: 157（スモールア
イランド型）
特徴語︓肝星細胞;筋線維芽細
胞;肝線維症;線維性;活性化;マ
ウス;マクロファージ;肝障害; 他 研究領域ID: 780（スモールア

イランド型）
特徴語︓副腎⽪質がん;突然変異;
アルドステロン;腺腫;KCNJ5;
ミトタン;コルチゾール; 他

s1

s2

s3

s4

s5

s6
s7

s8
s9

s10

14

消化器系疾患

遺伝⼦発現制御

がん・幹細胞

素粒⼦・宇宙論

ナノサイエンス
（化学）

化学合成

研究領域群

共通の特徴語を持つ
研究領域の集まり



研究領域ID: 255（スモールア
イランド型）
特徴語︓フラットバンド;リーブ
格⼦;光格⼦;カゴメ格⼦;励起⼦
ポラリトン;コンパクトな局在状
態;フォトニック格⼦;他

研究領域ID: 379（スモールア
イランド型）
特徴語︓ギ酸;アンモニアボラ
ン;触媒活性;⽔素発⽣;室温;
ターンオーバー頻度;⽔素製造;
ギ酸分解;触媒性能;他

研究領域ID: 841（スモールア
イランド型）
特徴語︓DNAオリガミ法;DNA
ナノ構造;DNAナノテクノロ
ジー;⾃⼰組織化;超解像顕微
鏡;DNAオリガミ構造;他

研究領域ID: 388（スモールア
イランド型）
特徴語︓軽⽔型原⼦炉;事故耐性
燃料;FeCrAl合⾦;炭化ケイ素;ク
ラッド材料;中性⼦照射;燃料被
覆管;機械的性質;他

研究領域ID: 439（スモールア
イランド型）
特徴語︓サイクリック電⼦の流
れ;光化学系II;⾼い光;チラコイ
ド膜;⾮光化学的消光;光合成電
⼦輸送;光合成装置;他

研究領域ID: 644（スモールア
イランド型）
特徴語︓降⾬閾値;⼟⽯流;地す
べり早期警報システム;地すべり
⽬録;先⾏⽔分;地すべり予報;⻩
⼟地すべり;他

研究領域ID: 701（スモールア
イランド型）
特徴語︓北カンタベリー地震;ス
ロースリップイベント;スロース
リップ;⼤地震;沈み込み帯;他

研究領域ID: 544（スモールア
イランド型）
特徴語︓フラビンベース電⼦分
岐;電⼦分岐;発エルゴン還元;共
通祖先;分⼦⽔素;ヘテロ⼆硫化
還元酵素;⼆酸化炭素固定;他

持・イ

NISTEP サイエンスマップ2018（ウェブ版）をもとに京都⼤学学術研究⽀援室（KURA）が加⼯・作成。

サイエンスマップ 2018

研究領域ID: 617（アイランド
型）
特徴語︓原形質膜;アポトーシス
細胞;カルシウム依存性塩素チャ
ネル;ホスファチジルセリン曝
露;TMEM16タンパク質;他

※2016のs3が継続

研究領域ID: 317（アイランド
型）
特徴語︓QCD和則; 量⼦数; 崩
壊幅;LHCbコラボレーション;束
縛状態;分⼦状態; ペンタクォー
ク状態;他

s1

s2
s3

s4

i1

i2

s5

s6

s7

s8

※2016のs8が継続

京都⼤学 2018 スモールアイランド型
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遺伝⼦発現制御

ナノサイエンス（ライフ）

ナノサイエンス
（化学）

量⼦

海⼟汚染

植物科学

素粒⼦・宇宙論



サイエンスマップ を⽤いて機関の研究⼒を分析する際に留意すべき点

• サイエンスマップの対象は、Top1%被引⽤論⽂であり、機関の研究活動の全体を
捉えているわけではない。今回検討した研究多様性は、あくまで Top1%論⽂とい
う⼤学の研究活動の⼀部を対象としたものであることに留意する必要がある。

• サイエンスマップや４タイプの研究領域は、国レベル（あるいは機関）の全体像を
マクロな観点で⾒るものなので、客観的かつ定量的な視点を提供してくれるが、よ
りミクロな観点で個々の研究領域を⾒る際には注意が必要であろう（⼤学の本質的
な関与の有無、研究内容として適切にクラスターが作られているか、等）。

• 参画研究領域数の減少(増加)が研究⼒の低下(向上) を直接的に意味する訳ではな
い。例えば、Top1%論⽂の総数が⼀定で変わらなかったとしても、特定の研究領
域により集中（分散）して参画すれば、参画研究領域数は減少（増加）する。
つまり、参画数の増減の解釈は個々の機関の考え⽅や戦略によって異なる。
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まとめ
1. サイエンスマップ を⽤いて、特に研究の多様性の観点から、スモールアイランド型

の研究領域に着⽬して、他⼤学とともに本学の特徴を考察した。
Ø 京都⼤学は、旧七帝⼤の中でスモールアイランド型の研究領域への参画数が⽐較的多くかつ

割合も⾼い傾向にあった。→ 京都⼤学の研究の独⾃性や多様性の現れ

2. 京都⼤学が参画するスモールアイランド型領域を、NISTEPのサイエンスマップ
2016および2018（ウェブ版）上に重ねて表⽰し俯瞰した。
Ø サイエンスマップ 2016では、主にナノサイエンス、医学（がん、消化器系疾患、遺伝

⼦）、素粒⼦・宇宙論等の研究領域群のスモールアイランド型領域に参画。
Ø サイエンスマップ 2018では、新たに植物科学や量⼦科学研究領域群のスモールアイランド

型領域にも参画。
Ø サイエンスマップ 2016において本学が参画したスモールアイランド型領域のうち、２つの

領域（遺伝⼦、素粒⼦・宇宙論）が、サイエンスマップ 2018でも継続しており、本学も引
き続き参画。

3. 今後は、本学が参画しているスモールアイランド型研究領域がその後どのように進
展していくかをフォローアップするとともに、本学の特徴である独⾃性の⾼い、い
わゆる尖った研究を⽣み出す素地を調査し、それをさらに強化するための施策の検
討に役⽴てたいと考えている。
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本発表では、以下の科学技術・学術政策研究所（NISTEP）の報告書を参照するとともに、
報告書のAppendixとして公開されているデータ（元データは、クラリベイト Web of Science）
をもとに、京都⼤学学術研究⽀援室（KURA）で加⼯・作成した図を⽤いた︓


